
広
報

これがバンブーダンス楽しいぞ！

「
海
に
出
て
木

枯
帰

る
と
こ
ろ

な
し
」

こ

の
三
月

他
界
し

た
山
口

誓
子

の
代

表
句
。

木
枯
は

初
冬
に

吹
く

強

い
風
。

木
を
吹

き
枯

ら
す

こ
と
か
ら
来
て

お
り

、
枝

を
鳴
ら

し

、
葉
を

吹
き
と

ば
し

、
い
よ

い

よ

冬
の
到
来

を
感
じ

さ
せ

る
。
こ

の
句
、
一
見
風

の
墓
場

を
よ
ん

だ

ス
ケ
ー

ル
の
大

き
な
自

然
風

詠

の

よ
う

で
あ

る
が
、
「
木
枯

は
陸
を

離
れ
、
海

の
彼
方
を
指
し

て
出
て

い
っ
て
し

ま
っ
た
。
も

は
や
還
っ

て
く
る
こ

と
は
な

い
。

か
の
片
道

特
攻

隊
に
劣
ら
ぬ
く

ら
い
哀

れ
で

あ
る
」
昭
和

十
九
年
作

と
自
解

か

つ

い
て

い
る
。
南
海

に
散
っ

た
特

攻
の
若
者

た
ち
へ

の
追
悼

句
で

も

あ
っ

た
。

今
年

は
終
戦
記

念
日
五

十
回
目

新
年
は
五

十
周
年

に
な
る
。

ど
う

や
ら

、
水
平

線
に

消
え
た
の
は
若

者

だ
け

で
は
な
く

、
昭

和
と

い
う

時
代
そ

の
も
の
も

メ
ル
ト

ダ
ウ
ン

（
炉
心

溶
解

）
し

た
よ
う

だ
。

師
走

、
春
待
月

、
梅
初
月

、
親

子
月

、
暮
古
月

、
栄
月

、
三
冬
月

と
月

の
異
名
に
あ

る
。
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広報よもぎた

第14 回

にぎわった

21世紀に向ってサブテーマ

「
み
つ
め
よ
う
今
、
そ
し
て
未
来
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
「
2
1世
紀
に
向
か
っ
て
」

を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
第
十

四
回

蓬
田

村
民

祭
（

坂
本

祐
一

運
営
委

員

長
）

が
、

十
一
月
五
～

六
日

（
土
、
日
）
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
連
日
、
大
勢
の
人
で
賑

わ
い

ま
し
た
。

大勢のみなさんが会場を訪れました

文
化
展

と
産
業
展
は
五
日

、
午

前
十
時
か
ら
公
開
さ
れ
、
パ
ネ
ル

で

仕
切
ら

れ
た
各

コ
ー
ナ

ー
に
は

会
場

狭
し

と
沢
山
の
作
品

が
展
示

さ
れ
訪

れ
た
み
な
さ
ん

は
、
食

い

入

る
よ
う

に
見

い
っ
て
い
ま
し

た
。

村
農
業
協
同

組
合
主
催

の
農
産

物

共
進
会

に
は
、
桃
太
郎
ト

マ
ト
、

ネ

ギ
、
大
根

の
他

い
ろ
ん

な
農
産

ズラ～と、展示コーナー

ホ
タ
テ
貝
焼
き
は
食
べ
放
題
！

物

が
出
品

さ
れ
ま
し

た
。

六
日
は

、
午

前
八
時
三

十
分
か

ら
始
ま
り

、
前

庭
で
漁

業
協
同
組

合

が
ホ
タ
テ

の
貝
焼

き
の
食

べ
放

題
や
魚
介
類

を
格
安
で

販
売
。
商

工
会

の
ス

タ
ン

プ
会

が
ス
タ

ン
プ

交
換
会
を
行
い
、
入
り
口
脇
で
は
、

農
業
青
年

経
営
者
協
議

会

が
、
キ

ャ
ベ
ツ
や

ニ
ン

ジ
ン
、
ゴ

ボ
ウ
等

、

野
菜
の
即

売
会
を
行

い
、
開
始

と

同

時
に
大

勢
詰
め
掛
け

大
盛
況
で

し

た
。

村民祭から●2

みつめよう今、そして未来

村 民 祭

文
化
展
・
産
業
展
で
は

りんごに蓬田村民祭の

文字が見えますか？



セ
ン
タ
ー
内

で
は
、
研
修
室

で

食
堂
を
村
連
合
婦

人
会

が
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
を
村
母

親
ク
ラ

ブ
が
開

設
。
ま
た

、
茶

道
の
ひ
す

い
会

は
、

訪
れ
る
人

に
お
茶

の
も
て

な
し

を

し

ま
し

た
。

小

コ
ー
ナ

ー
で
は
、
母

親
ク
ラ

ブ
が
、
昔
懐

か
し

い
ク

ジ
引

き
や

フ
ラ

ン
ク
フ

ル
ト

の
販
売
。
子

供

会
コ
ー
ナ

ー
で
は
綿
ア

メ
と
ヨ
ー

ヨ
ー
の
販
売
。

ま
た

、
商
工

婦
人

部
や
農
協
婦
人

部
そ

の
他

、
各
地

区

の
生
活

改
善
グ

ル
ー
プ
が
、
し

と

ぎ

餅
や

飯

寿

司

の
販

売

、

゛
｀

ニ
ト

マ
ト

の
漬
物
、

ジ
ャ
ム
、
よ

う

か
ん
等

の
試
食
を
提
供
し

、
訪

れ
た
み
な

さ
ん
は
そ

れ
ぞ
れ
の
味

覚
を
楽
し

み
ま
し

た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら
開
会

式
が
行
わ
れ
、
坂
本
祐
一
運
営
委

賑わうアトラクション会場

貫
長
、
八
戸
良
次
郎
村
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
木
戸

流
と
石
川
流
の
合
同
手
踊
り
発
表

会
か
お
り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
の
見
事

な
手
踊
り
に
盛
大
な
拍
手
を
贈
り

ま
し
た
。
津
軽
伝
統
金
多
豆
蔵
人

形
劇
で
は
笑
い
あ
り
涙
あ
り
で
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
極
真
カ
ラ

チ
の
演
武
と
試
割
で
は
、
カ
ワ
ラ

十
五
枚
を
頭
で
割
っ
た
り
、
足
で

蹴
っ
て
の
バ
ッ
ト
折
り
等
で
驚
き

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
最
後
の

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
十
二
人
が
自

慢
の
喉
を
披
露
し
大
賞
に
は
久
慈

優
子
（
広
瀬
）
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

今
回
は
会
場
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

ー
カ
所
と
な
り
、
ス
タ

ッ
フ
は
展
示
場
の
か
た
ず
け
と
同

時
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
会
場
設
置

と
大
変
で
し
た
が
、
参
加
者
に
と

っ
て
は
二
会
場
と
違
っ
て
全
部
の

催
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
好
評

で
し
た
。

初参加、カニタ広域消防

署員の救急法実技

盛
況
で
し
た

蓬
田
村
民
号

小
安
峡
の
旅

十

一
月

二

日

上

二
日

と

「
秋

田

ふ

る

さ

と

村

と

小

安

峡

の

旅

」

と

銘

打

っ

て

行

な

わ

れ

た

イ

ベ

ン
ト

列

車

ヶ

ン

ジ
号

で

実
施

し

た
村

民

号
に
、
八
十
余
名
の
人
々
が
参
加

し

ま

し

た

。

晩

秋

の

み

ち

の
く

路

を

列

車

は

一
路
、
岩

手

県

一
の
関

へ
。
天

候

に

も

恵

ま

れ

小

安

峡

、

貌

鼻

溪

の

紅

葉

の

美
し

さ

に

感

嘆

の

声

も

聞

か

れ

ま

し

た

。

又

、
秋
田

ふ
る

さ
と
村

も
館

内

に

は

い

ろ

い

ろ

な

見

学

場

所

が
あ

り

’時

の

た

つ

の

を

忘

れ
さ

せ
ま
し

た
。

宴

会

場

で

は

カ
ラ

オ

ヶ

あ

り

、

踊

り

あ

り

、

又

、
帰

り

の

列

車

の

中
で
も
ク
イ
ズ
坤
素
晴
ら
し
い
余

興

？

か
お

り

盛

大

な

二

日

間

の

旅

で

し

た
。

村

長

さ

ん

を

け

じ

め
集

客

に

ご

協
力

下

さ

い
ま
し

た
関
係

者

の
皆
様

方

に
対
し

て
深

く
御

礼

申
し
上

げ

ま

す

。
あ

り

が
と

う

ご

ざ

い
ま

し

た

。

蓬田駅長

平尾洋介さん

3 ●村民祭から



広報よもぎた

冬でもないのに急に寒くなったり、かと思えば汗をかく程暑くなってみたりと50歳前後のお母さん方から
よく相談を受けます。女性なら誰もがとおる道と覚悟はしていても、実際、自分自身に訪れると不安やゆ
ううつな気分になるものです。今回は更年期障害について考えてみましょう。

更
年
期
の
時
期
は
…

一

般
的
に
は
閉

経
の
前
後
1
0年

く

ら
い
の

時
期
で

、
だ

い
た
い
5
0

歳
前

後
の
1
0年
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

更
年
期
障
害

な
ぜ
お
こ
る
？

原
因

は
大
き

く
か
け
て
２

つ
あ

り
ま
す

。

★
①
最

大
の
原
因

は
、
卵

胞
ホ
ル

モ

ン
の
激
減

に
よ
る
も
の
で
す

。

閉

経
す
る

と
卵

巣
か
ら

ほ
と
ん

ど
卵

胞

ホ
ル
モ
ン
が
で
な
く
な
り
、

か
わ
り
に
ｍ

腎
ホ
ル
モ

ン
が
働
く

よ
う

に
な
り

ま
す

。
こ

の
移
行

が

う

ま
く

い
か
な
い
人
に

い
ろ
い
ろ

症

状

が
で
て

く
る
の
で
す
。

こ
の

卵

胞
ホ
ル
モ

ン
は
、

肝
臓
で

つ
く

ら

れ
る
善
玉

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を

増

や
し

、
悪
玉

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル

を
減
ら
す
働

き
を
し
た
り

、
ホ
ル

モ

ン

が
コ

レ
ス
テ

ロ
ー

ル
で

で
き

て

い
る
の
で

、
肝
臓
の
悪

い
人
は

2
0代

、
3
0代

で
も
更
年
期
障

害

が

で

た
り
、
男

性
で
も
乳

房
が
ふ
く

ら
ん
で
く

る
こ
と

が
あ
り
ま
す

。

★
②
２
つ

め
の
原
因
は
生
活

環
境

の
変
化
で
す
。

閉

経
前

後
の
時
期
は

、
夫
の
定

年
・
老
後

の
生
活
問
題

・
子

供
の

結

婚
・
身
内

や
友

だ
ち

の
病
気

・

死

亡
な

ど
変

化

が
多

い
と
き
で
す
。

必

要

で
す

。

こ
の
変
化
に
対
し
て
精
神
的
に
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
人
は
、
症

状
が
強
く
出
て
き
た
り
、
又
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
い
人
は
比
較

的
軽
く
す
む
な
ど
症
状
も
変
っ
て

き
ま
す
。

更
年
期
障
害

の

症

状

不

定
愁
訴

と
い
わ
れ
る

た
く
さ

ん

の
症
状

が
あ
り

ま
す
。

の
ぼ

せ
・
ほ
て

り
・

ど
う

き
・

多
汗

・
冷
え

・
頭

痛
・
腹
痛

・
腰

痛
・
め
ま

い
・
肩
こ
り

・
高
血
圧
・

耳

な
り
・
便

秘
・
下

痢
・

頻
尿

・

イ
ラ

イ
ラ
・

だ
る
い
・
人
中

に
出

た
く
な

い
他

い
ろ
い
ろ
で
す
。

そ

の
た
め
感
情

の
き
ふ
く

が
激
し

く

な

っ
た
り
、
２

つ
以

上
の
症

状
を

あ

わ
せ
も
っ

た
り
し

て

い
る
こ
と

が
多

い
の
で
す
。

忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
気
分
転
換
の
う
ま
い
人
、
気

の
強
い
人
な
ど
は
症
状
を
感
じ
な

い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は

個
人
差
が
あ
っ
て
、
軽
く
て
す
む

人
と
、
長
期
間
に
渡
っ
て
つ
ら
い

思
い
を
す
る
な
ど
重
症
の
人
も
い

ま
す
。
重
症
の
人
に
は
治
療
を
行

い
症
状
を
軽
く
し
て
や
る
こ
と
が

更
年
期
に
か
か
り

や
す
い
病
気

卵
胞
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
で
、
骨

そ
し
ょ
う
症
（
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ

ム
が
ど
ん
ど
ん
ぬ
け
て
骨
が
も
ろ

く
な
る
）
や
、
動
脈
硬
化
（
悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
る
）
を

お
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

更
年
期
障
害

の

治

療

①
目
の
前
に
あ
る
も
の
に
熱
中
し

な
さ
い
（
夜
は
テ
レ
ビ
で
大
笑
い

も
気
分
転
換
に
な
る
）
。

②
な
や
み
は
相
談
す
る
（
特
に
口

の
か
た
い
人
に
相
談
す
る
）
。

③
何
事
も
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
は
さ
っ
さ
と
や
っ
て
し
ま

う
、
気
分
の
悪
い
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
え
る
。

④
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
。
悪

い
方
に
考
え
て
し
ま
う
。

⑤
だ
れ
か
と
つ
き
あ
う
。
外
出
も

気
分
転
換
に
な
る
。

⑥
人
を
う
ら
や
ま
な
い
。

⑦
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る

（
原
因
を
自
分
で
知
る
）
。

⑧
他
の
病
気
の
こ
と
も
あ
る
の
で

以

前

は
子

宮

ガ
ン
の
発

生

が
心

配

さ

れ
て

い
ま
し
た

が
、
現
在
の

新
し

い
治

療
法

は
副
作
用

の
心
配

が
な

い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ホ

ル

モ

ン
療
法

は
、
骨
そ
し
ょ
う

症
の

治
療
に

も
使
わ
れ
て

い
る
為
安
全

な

治
療
法
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、

で
き
な

い
人
も
あ
り
ま
す
。
乳

ガ

ン
・
子
宮

ガ
ン
・
子
宮
筋

腫
・
乳

腺
症
・
閉

経
後
の
出
血
・
血
栓
症
・

肝
臓
病

・
高
血
圧
症

・
胆
石
症
の

人
は

、
症

状
を
悪
化

さ
せ
る
場
合

が
あ
り
ま
す

の
で

、
ホ
ル
モ

ン
療

法
を
し
な
い
方

が
よ
い
で
し
ょ
う

。

※平成６年度の各検診を

受けることができなかった人

のために最後の検診です／

：総合健診

：子宮癌･乳癌検診

･・平成７年１月５日

●･平成７年１月26日

保健コーナー●4

更年期障害なんかこわくない
これからが女盛りだ！！

症
状
を
感
じ
な
い

人
も
い
る

Ⅱ
、
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法

よ
く
な
ら
な
い
時
や
ま
す
ま
す
悪

く
な
っ
た
時
は
病
院
受
診
す
る
。

Ｉ
、
日
常
生
活
面



1
2月
2
0日
か
ら

蓬
田
村
職
員
の
募
集
受
付
し
ま
す

ん

。

ぼ
受

付
期
間

平

成
６
年
1
2月
2
0日
（

火
）

か
ら
平
成
７
年
１
月
1
0
日
（
火
）

ま
で

（
時
間
：

平

日
で
午
前

８
時
3
0

分
か
ら
午
後
４
時
3
0分
ま
で

）

②
場
　
　

所

蓬
田
村
役
場
総
務
課

①
職
種
及
び
採
用
人
員

初
級
一

般
職
員
　
　

一

名

②
勤
務
場
所

蓬

田
村
役
場

及

び
出
先
機
関

③
応
募
資
格

・
高
校
卒
業

と
同

程
度
の
資
格

を
有
す

る
者
（
平
成

７
年
３
月

卒
業
見

込
み
の
者

を
含
む

）

・
短
大
卒

業
と
同

程
度

の
資
格

を
有
す

る
者
（
平
成
７

年
３
月

卒
業
見
込

み
の
者
を
含

む
）

・
大
学
卒
業

と
同
程
度

の
資
格

を
有

す
る
者

（
平

成
７
年
３
月

卒
業
見

込
み

の
者
を
含
む

）

※
昭
和
4
1年
４
月

２
日
か
ら
昭

和
5
2年
４
月

１
日

ま
で
に
生
ま

れ
た
者

（

性
別

は
問

わ
な
い
）

※
禁
治
産

者
及

び
準

禁
治
産
者

は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

※
禁
固
以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行

が
終
る
ま
で

、
ま
た

は
そ
の
執
行

を
愛
け
る
こ

と
が

な

く
な
る
ま
で
受

験
で
き
ま

せ

▼

第
一
次
試

験
（
教
養
試

験
・

事
務
適
性

検
査

）

①
試

験

日

平
成
７

年
２
月
５

日
（
日

）

②
試
験
会
場

後
日
連

絡
し

ま
す
。

③
試
験
方
法

青
森
県
町

村
会
に
試

験
を
委

託
し

、
同
会

の
職
員
に
よ
り

行

い
ま
す
。

▼
第
二

次
試
験
（
面

接
・
作
文

）

第

一
次
試
験

に
合
格
し

た
者

に
日
時

及

び
場
所

を
通
知
し
ま

①
受
験
願
書
　
一
通
（
用
紙
は

役
場
総
務
課
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。
）

②
履
歴
書
　
一
通
（
市
販
の
も

の
、
自
筆
、
写
真
添
付
）

③
最
終
学
校
卒
年
証
明
書
又
は

卒
業
証
書
の
写
し
　
一
通

④
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

一
通

⑤
健
康
診
断
書
　
一
通

⑥
身
上
申
告
書
　
一
通
（
用
紙

は
蓬
田
村
役
場
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。
）

⑦
住
民
票
謄
本
又
は
戸
籍
謄
本

一
通

村
建
設
振
興
会
へ

感
謝
状
！

左が中島聰小学校長、右が下山嘉正会長

蓬
田
小
学
校
（
中
島
聰
校
長
）

は
、
グ
ラ
ン
ド
西
側
に
旗
の
ポ
ー

ル
を
新
設
し
寄
贈
し
て
く
れ
た
村

建
設
振
興
会
（
下
山
嘉
正
会
長
）

へ
、
十
月
三
十
日
（
日
）
小
学
校

学
芸
発
表
会
の
席
上
、
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
ポ
ー
ル
は
高
さ
が

十
ニ
メ
ー
ト
ル
で
九
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

建
設
振
興
会
で
は
老
朽
化
し
た

ポ
ー
ル
の
取
り
壊
し
か
ら
新
し
い

ポ
ー
ル
の
設
置
ま
で
一
連
の
工
事

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

寄贈され新設された
旗のポール

今
年

も
早
い
も
の
で
年
の
暮
れ

。

良
い
年

で
し
た
か
？
。
来
年
に
向

か
つ

て
大
き
く
夢
を
膨
ら
ま
そ
う

ぷ

。

5●川柳北緯41°／蓬田村職員募集

・

老

夫
婦

・

駅
弁

を

・

弁
当

に

・

弁
当

の

駅
弁
食
べ
て

食
べ
て
楽
し
む

願
い
も
詰
め
て

蓋
を
開
け
た
ら

旅
気

分

汽
車

の

旅

送

り
出

す

マ

マ
の
顔

絹
　
枝

久
　
子

重
　
彦

年
　
栄

・

お
弁

当

・
弁

当

が

・
朝

寝
坊

・

遠
足

の

色
ど
り
カ
ロ
リ
ー
母
の
腕

天

気
予
報
を

弁
当
代
を

弁
省
背
な
で

聞
き
に
く
る

先

に
出

す

は
し

や
卜
で

る

咲
　
子

文
　
明

え
つ
子

勝
　
子

１
　
募
集
人
員
及
び
応
募
条
件
等

２
　
願
書
受
付
期
間
及
び
場
所

３
　
試
験
日
及
び
試
験
会
場

応
募

書
類
は
平
成

７
年
１
月

1
0
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し

て

下

さ

い
。

５
　

採

用

年

月

日

平

成
７
年
４
月

―
日
（
予

定

）

４
　
応
募
書
類

す

。
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お
知
ら
せ

蓬
田
村
住
宅
災
害
見
舞
金
に
つ
い
て

「
火

の
始

末
は
、
家
族

み
ん
な

で
気
を
つ
け
よ
う
。
」

今
年
度

に
入

っ
て
か
ら
村
で

は

四
件

の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

火
災
に
あ

わ
れ
た
皆
様
に
心

か

ら
お
見
舞

い
申
上

げ
ま
す
。

村
で
は
、
平
成

五
年
度

か
ら
全

労
済
青
森
県
本

部
と
契
約
し

、
村

の
全
世
帯
（
借

家
、
公
営
住

宅
等

も

含
む

）
に

一
口
（
七
〇
円

）
の

掛
金

で
全
焼

の
時

は
十
万
円

の
見

住宅災害見舞金の内容

舞
金
制
度

を
つ
く
り

ま
し

た
。

災

害
に
は
、
村
民

一
人
一
人

が

十
分
気

を
つ
け
る

と
と
も
に
、
万

一
火
害
に
あ
わ
れ
た
時
は
、
別
表
の

よ
う

に
見

舞
金

が
支

給
さ
れ
ま
す

の
で
役
場

総
務
課
ま
で
届
け

て
下

さ
る
よ
う

お
願

い
い
た
し

ま
す
。

こ

れ
か
ら
「
火
」
を
使

用
す
る
こ

と
が
多

く
な
っ
て

き
ま
す

が
、
家

族
み
ん

な
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
災
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

区　　　　　 分 見 舞 金 ランク

火

災

凉

全 焼 ・
全　　壊

(焼破批割介)
70％以上

100,0( 0円 １

半 焼　・
半　　壊

50％以上． 90,000円 ２

30％以 ａ 70,000円 ３

20％以上 50,000円 ４

一 部 焼
一部批害

10％以上． 30,000円 ５

5％以Ｌ 20,000円 ６

5％未満 5,000円以内 ７

自

然

災

1ﾘ

全 壊 ・
流　 失

(損壊割介)
70％以上

30,000円 Ａ

半　　壊 20％以上 15.000円 Ｂ

一 部壊

批害額が100万円を
二える場介

3,000円 Ｃ

批害額が20万円をこ
え100万円以下の場合

1,000円 Ｄ

床ll以水

兪50
床

％
面以
の土

50田以ll 15,000円以内 Ｅ

10(卜150 未満 10,000円以内 Ｆ

7(卜100 未満 7,0 00円以内 Ｇ

40～70 未満 5,000円以内 Ｈ

40未満 3,000円 Ｉ

゛50未
％満

即)以1し 3,000円 Ｊ

100未満 1,000円 Ｋ

運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
移
転

村
簡
易
ス
キ
ー
場

開
設
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到

来
。
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
は
待

ち
に
待
っ
た
季
節
で
す
。

村
簡
易
ス
キ
ー
場
は
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
の
で
、
ス
キ
ー
場

で
の
マ
ナ
ー
を
守
り
安
全
な
ス
キ

ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

・
開
設
期
間

平
成
六
年
十
二
月
二
十
四
日
か

ら
平
成
七
年
三
月
二
十
二
日
ま
で

・
開
設
時
間

小
・
中
学
校
冬
季
休
業
中
は
十

二
月
三
十
一
日
・
元
旦
を
除
く
毎

日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
小
・
中
学
校
冬
季
休
業

以
降
は
ナ
イ
タ
ー
と
土
・
日
曜
日

の
み
開
設
し
ま
す
。

・
ナ
イ
タ
ー

火
・
木
・
土
曜
日
で
午
後
五
時

か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で
（
土

曜
日
は
午
後
九
時
ま
で
）

・
リ
フ
ト
料
金

７ 半

ズ　日
み

区

分

一一

五 二
七 五
〇 〇
円 円

大

人

一

○ 一
三 〇
o  o
円 円

子

供

・
問
い
合
わ
せ
先

村
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

登
二
七
－

二
一
一
一

国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
し
ま
し
よ
う

国
民

年
金
は

、
国

が
責
任

を
持

っ
て

運
営
し

て

い
る
公
的
年
金

制

度
で

、
二

十
歳
以
上

六
十
歳
未

満

の
人
で

あ
れ

ば
誰
で
も

が
加
入
し

な
け

れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
民

年
金
は
老
後
は
も
ち
ろ
ん
、

病
気
や
不

慮
の

事
故

で
体

が
不

自

由
に

な
っ
た

と
き
、
一
家

の
働

き

手
を
失

っ
た

と
き
な
ど
に
も

年
金

を
支

給
し

て
、
本

人
や
家
族

の
生

活
を
支

え
て
く

れ
る
制
度
で
す
。

二

十
歳
を
迎

え
た

ば
か
り

の
み

な

さ
ん
は
、
「
年
金
」
と
聞

い
て

も

ま

だ

ピ
ン
と
こ

な
い
か
も
し

れ
ま

せ
ん
。
し

か
し

、
「
老

後
」
は

誰
に

で
も

確
実
に
来

る
も
の
で
す
し

、

長

い
人
生
に
は

、
病
気
や
不

慮

の

事
故

に
よ
る
障

害
、
配

偶
者

の
死

亡

に
よ

っ
て
収
入

を
失
う
な

ど
、

つ

ね
に
不

安

が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

「
年
金

」
は
世
代

と
世
代
の
助
け

各課からお知らせ●6

青
森
市
新
城

の
青
森
自
動

車
運

転
免
許
試
験
場

が
三
内

丸
山

に
青

森
県
運
転
免
許

セ

ン
タ
ー

と
し

て

移
転
し

ま
す
。

・

業
務
開
始
日

十
二

月
十
二
日

（
月

）

・

場
　

所

青
森
市
大
字
三

内
字
丸

山
一
九

八

番
地
四

登
○
一
七
七
－

八
二
－

○
○
八

一

・
業
務
内
容

現
在
行
な

っ
て

い
る

、
免
許
の

更

新
、
免
許
試

験
、
免
許

の
停
止

等
運
転
管
理
課

、
運
転
免

許
課
の

業
務
す

べ
て

・
そ
の
他

青
森
県
運

転
免
許

セ
ン
タ
ー
に

は
、
運
転
管

理
課
（
改
正

後
は
運

転
免
許
管
理
課

）
、
運

転
免
許
課

（
改
正
後
は
運

転
免
許
試

験
課

）

及

び
交
通
機
動

隊
の
ほ

か
外

郭
団

体
の
青
森
県

交
通
安
全
協
会

（
講

習
指
導
所
を

含
む

）
、
指
定

自
動

車
教
習
所
協
会

、
青
森
交
通

安
全

協
会
、
安
全

運
転
管
理
者
協

会
、

自
動
車
安
全

運
転
セ

ン
タ
ー
青
森

県
事
務
所
も
入

り
ま
す
。

※
二

輪
運
転
免

許
試
験

は
冬
期
間

積
雪
や
路
面

凍
結
等
に
よ

り
技
能

試
験
実
施
基

準
の
課
題
設

定

が
困

難
と
な

る
た
め
中
止
し

ま
す
。
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合
い
の
制
度
で
す
。

あ
な

た
が
納

め
る
保
険
料

が
、
い
ま

年
金
を
受

け

て
い
る
人

た
ち
を
支
え

、
将
来

あ
な
た

が
年
を

と
っ
た
り

、
体

が

不

自
由
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
は
、

そ

の
と
き
の
若

い
世

代

が
あ
な

た

を
支

え
て
く

れ
る
の
で
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎

年
金
は

、
国

民

年
金
の
保
険
料

を
二

十
歳

か
ら

六

十
歳
ま
で
4
0年
間
す

べ
て
納

め

て
満

額
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

二

十
歳
に
な
っ

た
ら
、
す
ぐ
に

住
所

地
の
市
町
村
役
場

で
加
入

の

手
続

き
を
し

て
く

だ
さ
い
。

降

雪
期

の

踏
切

車

両

通

行
止

め

に

つ
い

て

「
建
設
課
」

平
成

六
年
十
二

月

か
ら
平

成
七

年
三
月
ま

で
次
の
踏

切
が
車
両
通

行
止

め
と
な
り
ま
す

の
で

お
知
ら

せ
し
ま
す
。

・
名
　

称

▼
寺
　

道
　

阿
弥
陀
川
字
汐
干
4
3の
1
6

▼
阿
弥
陀
川
道

蓬

田
字
汐
越
1
3
0
の
６

▼
八
幡
宮
　

蓬

田
字
汐
越

皿

▼

武
　

福
　

蓬

田
字
汐
越
7
8の
1
2

▼

佐

々
木
　

蓬

田
字
汐
越
8
4の
２

▼

郷
　

沢
　

郷
沢
字
浜
ｍ
ｍ

▼

稲
　

荷
　

郷
沢
字
浜
田
7
8の
２

▼
玉

松
台
　

郷
沢
字
浜
田
1
3
6
の
5
9

▼
中
　
流
　
瀬
辺
地
字
山
田
3
7
の
1
2

第３回｢家庭の味｣を商品に

あなたのまちの漬物大集合

平成7年１月16日(月、振替休日)

青森 市文化会館５階大会議室
漬物の試食、審査発表、表彰の

他楽しい催し物が開かれます。

開催期日

会　　場
当　　日

５月に玉松海水浴場にオープンし

たトイレ兼シャワー室、名称「はま

なす１号館」の身障者用トイレの鏡

が、残念な事に心ない人に持ち去ら

れました。

「はまなす１号館」のお陰で夏は

大勢の海水浴客で賑わい、また、国

道を走るドライバーにも利用され大

変喜ばれています。

みんなで「公共の施設を大切にし

よう！」と声を大に呼び掛けましょう。

气表定予事行月１ ２

ル
哇

Ｑ

．）

ｒ
ｎ

）

７？

】

１３１４１ｒ
Ｄ

１８１９１１ｎ
乙

４？

】

６り
乙

８り
乙 日

日月火水月火水木日月水土月水 曜

中
央
公
民
館
開
館

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分
～

人
権
相
談
　
1
0時
～
1
5時

（
中
央
公
民
館
）

母
親
教
室
　
９
時
～

陶
芸
教
室
　
９
時
～

乳
児
育
児
教
室
　
９
時
～

（
中
央
公
民
館
）

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分
～

乳
児
検
診
　
1
3時
～
（
中
央
公
民
館
）

陶
芸
教
室
　
９
時
～

健
康
講
座
　
９
時
～
（
中
央
公
民
館
）

草
木
染
教
室
　
９
時
3
0分
～

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分
～

陶
芸
教
室
　
９
時
～

ス
キ
ー
場
開
設

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分
～

陶
芸
教
室
　
９
時
～

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

社
会
教
育
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

担
　
　
　
当

7 ●み～つけた／行事予定

み
～
つ
け
た

８２



広報よもぎた

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
　
7
4

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

一 緒 に写っ てい る のは お兄さ ん

（ 広瀬 ）の お子さ ん で、 甥の 純平

君 と姪 の千 景ちゃ ん です 。

自
宅
に
帰
る

と
一
通

の
分
厚

い

郵

便
物
。
し

か
も
ず

っ
し

り

と
重

い
。

差
出
人

が
蓬
田

村
役
場
り
一
中

を
見

る
と
な
ん

と
過

去
一
年
分

の

「
広
報
よ
も

ぎ
た
」

と
突
然

の
原

稿
の
依
頼
。

さ
て

は
、
兄

貴
（

役

場

勤
務

）
の
仕
業

で
は

と
思

い
つ

つ
…
…
。

蓬
田
村

の
皆

様
、
こ
ん

に
ち
は
。

早
い
も
の
で

、
私
か
故

郷
蓬
田

村

を
後
に
し
て

、
十
余
年

が
過

ぎ
ま

し
た
。
現

在
私
は
、
千

葉
県
市
川

人 口 と 世 帯 数

(10月31日現在)

総人口3,900 人

男　1,872 人
女　2,028 人

世帯数1,046 世帯

市
に
あ
る
京
葉
ガ
ス
㈱
グ
ル
ー
プ

の
京
葉
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
ダ
㈱
で
、
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
に

従
事
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
仕
事
の
話
を
し

て
も
面
白
味
に
欠
け
る
の
で
、
近

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
昨
年
十

二
月
に
結
婚
し
、
暮
れ
に
は
二
人

揃
っ
て
帰
省
し
、
初
め
て
の
正
月

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
十

月
に
は
、
待
望
の
長
女
が
誕
生
し

ま
し
た
。
今
ま
で
の
自
分
中
心
の

生
活
か
ら
一
転
し
て
、
子
供
中
心

の
生
活
に
変
わ
り
、
ま
た
会
社
か

ら
ま
っ
す
ぐ
家
に
戻
り
、
子
守
り

と
風
呂
の
準
備
を
し
、
夜
泣
き
に

京
葉
プ
ラ

ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ（
株
）

起

こ
さ
れ
眠

い
目

を
こ
す
り

な
が

ら
再

び
会
社
に
出

勤
す

る
と
い
う

様

な
状
態
で
す
。
子

供

が
産

ま
れ

た
喜
び
も
つ
か
の
間
、
育
児
に
仕

事
に
奮
闘

し
て

い
ま
す
。
当

分
は

故

郷
に
帰

れ
そ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。

編

集

後

記
大川さん待望の長女、未来ちゃ

んです。かわいいですね。

問
題

、

「
今
月

号
、

村
民

祭

の

記
事

の
中

に
ア
ト

ラ

ク
シ

ョ

ン
の

写
真

が
な

い
の

は
ど
う

し
て

で
し

ょ
う

か
？

」
。（

イ

、
僕

が
ミ

ス
し

た
か

ら
で
す

。「
正

解
で

す
」
。
出

演

者

の
皆
さ

ん
、

そ
し
て

読
者

の
皆

さ
ん

本
当

に

ご
め
ん
な

さ

い
。

カ

メ
ラ

は
オ

ー
ト
機

能

で
便
利

で
す

が
、

ト
ラ

ブ

ル
が
あ

っ
て

も

時

に
は
カ

メ
ラ

自
体

が
、
何

事

も

大
　
川
　
伸
　
治
さ
ん

で
き
れ
ば
来
年
の
ね
ぶ
た
祭
り
に

は
、
親
子
三
人
で
帰
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
蓬
田
村
の
益
々
の
発
展

と
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

メ モ
卜 現住 所／〒262 干葉 県千 葉市花 見川区

朝日 ヶ丘 町3349-58 サン ハイツ 朝日ヶ 丘

205/25043-273-0466  ･ 生 年 月 日 ／昭和

37年１ 月10 日 ／卜 出身 ／広 瀬 ／チ エ氏二

男S1 家 族構成 ／妻 ・加代子 ・長女 ・未来

S･･好き なもの ／釣り ・お酒･・経歴 ／八戸

高専卒 （昭和57 年３月 ） ／京葉プ ラント

エンジ ニアリン グ（ 株）入 社（ 昭和57 年

４月 ）～現在 に至る。

な

い
ご
と
く

、

ご
く
普

通

に

シ
ャ

ッ

タ
ー

が
き
れ

て
行

き
ま

す
。

撮
影

が
終
り

、

フ
ィ

ル
ム
巻

き

の

ボ
タ
ン

を
押
し

て

み

る
。

音

が

な

い
、
ま

さ
か
？

、
そ

っ
と

ふ
た

を

開
け

る
。

な
ん

と
／・
そ

の
ま

さ
か

で
、

フ
ィ

ル

ム
を
入

れ
た

時

の
状

態

そ
の
ま

ま
、

一
枚

も
撮

ら

れ
て

い
な

い
。

カ

メ
ラ

に
怒
鳴

る

「
こ

の

バ
カ
／
・
チ

ョ
ン
／
‘」
…

…

。

バ
カ
チ

ョ

ン
、
今

年

一
年

ご
苦

労
様

、
来

年
も

宜
し

く

。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●8

戸籍の

窓　口

10月受付分

おくやみ申し上げます

木野田健二(宮　　本　65歳)

稲葉　ッセ(高　　根　78歳)

倉谷初三郎(阿弥陀川　68歳)
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